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Abstract：This study is based on the theory of movement education and therapy . The theory was adapted 
to practices for physical education in junior high school for special-needs children in order to achieve the 
objectives of the Courses of Study as specified by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and 
Technology. The number of classes was limited due to the constraints of coronavirus prevention measures, and 
video recordings of the physical education classes were used to summarize the results. Two observers used the 
1/0 sampling method for six observation categories to check for changes in participation of the student in the 
classes. The results revealed that the student s class participation had improved, conveyed by his smiling and 
having a lot of fun in the second class. We were able to confirm that the student was working hard on his own. 
The results showed the possible effectiveness of movement education and therapy in teaching independent, 
interactive and deep learning .
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　 本 研 究 で は，MEPA-R（Movement Education and 







































































































































































































































































筆者 学生 筆者 学生
不適応
行　動
①他の教材を触る。 ３ ３ １ ０
②学習活動と関係のない動きをする。 ４ ９ ４ ４
③画面から逸脱をする（教室外へ移動
する）。
５ １ ２ ５
適　応
行　動
④活動を見る。 ４ ３ ０ ０
⑤活動で使用している教材に触る。 ０ ０ ４ ４
⑥動きの模倣をする。 ０ ０ ５ ３
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　さらに，課題としてあげられるのが，授業者について
である。本研究では，筆者が授業者として参加したが，
生徒の実態を熟知している学校の教員が実践し，筆者は
共同研究者の立場から授業実践に参加することの方が，
教育的効果が高いと思われた。それは，生徒が ASD傾
向のある生徒であったこと，ASDの障害特性でもある
はじめてのことに抵抗感を持つ可能性があるという点か
らもいえよう。授業実践研究においては，教員の協力が
重要であることを再確認した。
２）ムーブメント教育・療法の実践における課題
　授業への参加が難しく，逸脱行動や教員の意図と違う
行動をとる生徒が，短期間であるが軽減変化の様子が観
察できたことは，このムーブメント教育・療法の活用に
寄るところが大きいと思われる。児童生徒の実態把握の
ためにMEPA-Rを実施し，そのプロフィールから，授
業の学習活動を計画する。MEPA-Rプロフィールにより，
学習課題が明確になり，目標の共通理解のもと系統性を
持って指導しやすいことから，PDCAサイクルも実践し
やすいといえる。そして，一定期間継続指導した後再び
MEPA-Rを実施し，子どもの発達を確認できることは，
教育に対する教員のモチベーションを高めることにもつ
ながる。MEPA-Rの内容は保護者でも十分確認ができる
内容となっており，教員と保護者が共通の言語（発達に
対する概念等）をもって，児童生徒の実態把握や成長を
確認できる。近年，文科省や厚労省が提案をしている障
害児支援における保護者参加のトライアングルシステム
が組めるという利点もある。しかし，今回の対象生徒は，
施設から通学している生徒であったため，保護者との関
わりを持つことはできなかった。教育の成果を上げるた
めには，周囲との連携も必要であるため，施設の職員の
方々とも，子どもの発達や有意義な活動について共有で
きることが望ましい。
　本研究では，授業実践の成果を得るために，十分な期
間実施できなかったことは残念であるが，不適応行動（友
だちの首に手を回して引き寄せることや教室からの飛び
出し）の軽減など成長の兆しが見えたことは確実である。
さらに継続した指導・支援と評価が望まれるところであ
る。特別支援教育において，主体的に学ぶことは，非常
に難しい。障害が重い児童生徒ほど指導・支援や評価が
難しくなる。今後，さらなる継続指導の観察，他の活動
（運動）での効果等，様々な場面での結果を蓄積し検証
することにより，ムーブメント教育・療法の可能性が広
がると考える。今回，第２回目の授業で，対象生徒の笑
顔と自主的な活動への参加が見られたことからも，楽し
く，笑顔で取り組む学習活動は，子どもたちの発達を大
いに支援することは明らかである。対象生徒の動きの体
得だけでなく，「参加したい」という気持ちの芽生えから，
自ら行動を起こしたということは，ムーブメント教育・
療法の目指している「動きを通して認知・情緒・社会性
などの心理的諸機能を高める（小林，２０１７）」につながっ
たといえる。
　なお，近年のASD児の支援の展開を概観すると，①社
会的コミュニケーションの重視（自発性・他者との相互
作用，共感性，仲間の活用など），②構造化，③包括性，
④行動問題への対応，⑤保護者・スタッフとの協働といっ
た点を重視したアプローチがある（井澤，２０１６）。これ
らは「対人相互作用を基礎としたコミュニケーション」
「自発性・能動性」「自己の情動調整」を大切にした支援
の必要性を示唆しており，ここに特別支援学校中学部生
徒への深い学びの流れのあり方の方向性が考案される。
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